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「まなぶ・ かかわる ・つくりだす : フィールドワークの現場からみえてくる世界」

「ねだりのつらさJ を手がかりにした自他理解
フィールドでわかる

ねだ り 続け る
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ねだ り の現場
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と， この二つの問題がまたぼ く のと こ ろに持 ち込

まれることになります。 あんたが知っているとお

り，おれは人を殴ってしまった，というわけです。

このとき， エオイさんがこういう問題をもってい

るということは， すでにぼ く も知っていたわけで

す。 なぜならみんながしゃべっていますから。 彼

は改めてそれをもってきて， ぼ く と彼の問題にし

ようとしているわけです。

プ ロ セ スとしてのねだ り

ねだりというのは一見， 必要だから欲しし、から

おこなっている， というかたちで見られるわけで

すが， つま り 個人がある要求や必要性をもってい
る， という考えがあるわけです。 しかしねだりと

いうのはひとつのプロセスなわけです。 そしてそ

こででて く る， 彼がなにを どれだけ必要としてい

るのか， ということはそのプロセ スのなかでて く

るもので， あらかじめ欲求や必要性がそこにある

ということではないわけです。 しかもト ゥ ルカ ナ

の場合ですと， ねだりは問題を 自 分で解決するの

ではな く て相手をかかわらせて交渉によって解決

をする， そして持続させるということが重要なわ

けです。

われわれは彼らがし1う全額を払う必要はぜんぜ、

んないのですが， 彼らの問題に関心をもって， 自

分が持続的にかかわる， ということをつきあいの

なかで表明してい く わけです。 その結果として病

院代を支払ったり， ということがおこなわれるわ

けです。

私は 占いや病気対処を調査していますが， そこ

で、あがって く るデータというのは今いったような

ねだり ・ ねだられるという関係のなかででてきて

いるということを， 考えるのが大事なのだと考え

ています。

ねだ り 対策

最初に対策について述べるといいましたが， あ

まりたいしたことはないのですがい く つが挙げて

おきます。「面識がなしリ というのは大きなポイン

トで， 知らない人がきたときには， まず fおれは

おまえのことを知らん」といって最初をたた く わ

けです。 本当は関係があるわけです。 私は知 り 合

いの知り合いなわけですから。 まずそのことを話

すのに30 分ぐらし、かかります。そのあいだねだり

がとまるわけです。急にねだ、って く る相 手には 九 、

いですか， ねだりをするときには私はこういうも

のです， とまずあいさつをしろj と教えるわけで

す。 あと， 相 手をすばや く 弁別する。 あげるべき

相 手という人がし、るわけです。 自 分に近しい人，

また， 気の弱し、人には強 く 出る， というのは日本

でも同じです。 また時間が勝負です。 いろいろな

ことを知りたいので結果として そうなるわけです。

向こうは今すぐここで く れというわけです。 でも

そのときに交渉が決裂して， あげな く ても， たい

したことは起こりません。

また低い条件設定というのもあります。 さらに

これは一種けつをま く っち ゃったいうことですが，

考えてみれば彼らは私がそこにいな く ても， ずっ

とやってきた人た ちなわけです。 もちろんいろん

な緊急事態があるわけ で、すが， たいていのことは

やってきた人たちで， 私よりもっとしたたかで太

い人た ちなわけです。 そのことを忘れてはいけま

せん。 彼らと話していると「いま助けな く ちゃJ

と 九 、ま病院につれてし、かなけりゃJ と思うわけ

ですが， ふと思いつ く と「そんなことはないな，

去年も同 じ 場面があったなJ と思うわけです。

結果的にさきほ どいったねだ、りは どうなってい

るか， というと， 支 出が4630 シリングでねだりの

方が 1 万2350 シリングです。 自 分がお世話になっ

ている家とその係類の人たちには28 50 シリング

の要求で， だいたい9 0%ぐらい払っている。 しか

しそれ以外の人からの要求には9 500 シリングの

要求で 19 00 シリングしか払っていない。これは意

図的にやっているという面もありますが， やはり

関係性をはっきりさせるということを無意識のう

ちにやっているのではなし、かと， 思いました。

とか く 調査をやっていると， こういうつもりで

こういう風になった， という紋切り型のことばで

プロセ スを省略してしまうのですが， それがでて

く るプロセ スを見るのがフィールドワークの大事

なことのひとつで， それは 自 分 自 身と対面すると

いうこととつよ く 結ひ'ついていることだ， と思い

ます。

以上， おわります。
( さ く み ち ・ しんす け/弘前大学〉
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